
第第第第１５４１５４１５４１５４回回回回    月例薬学月例薬学月例薬学月例薬学セミナーセミナーセミナーセミナー    
（（（（平成平成平成平成１７１７１７１７年度第年度第年度第年度第１１１１回回回回））））    

 
演題演題演題演題：：：：生物学的知見生物学的知見生物学的知見生物学的知見とととと臨床情報臨床情報臨床情報臨床情報をををを用用用用いたいたいたいた

抗癌薬開発抗癌薬開発抗癌薬開発抗癌薬開発    
 
講師講師講師講師：：：：西尾和人西尾和人西尾和人西尾和人先生先生先生先生    

国立国立国立国立がんがんがんがんセンターセンターセンターセンター研究所研究所研究所研究所        

薬効試験部耐性研究室室長薬効試験部耐性研究室室長薬効試験部耐性研究室室長薬効試験部耐性研究室室長    

    

日時日時日時日時：：：：平成平成平成平成１１１１7777 年年年年４４４４月月月月２５２５２５２５日日日日（（（（月月月月））））    １５１５１５１５：：：：００００００００～～～～１６１６１６１６：：：：３０３０３０３０    

場所場所場所場所：：：：小講堂小講堂小講堂小講堂    

対象対象対象対象：：：：大学院生大学院生大学院生大学院生、、、、学部生学部生学部生学部生、、、、教職員教職員教職員教職員    

 

要旨： 

 がん治療領域における Molecular correlative study を臨床に

還元する方法は、臨床試験におけるＰＯＰ研究（ファーマコダイ

ナミックバイオマーカモニタリング、分子状態による薬剤選択）と

それらの情報を用いた薬剤開発システムの構築などである。そ

の具体的な方法について、若干の我々の知見を紹介するととも

に、その戦略について討論したい。 
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